
　プロジェクトは、まず予備調査からスタートしま
した。
　社内で使われている伝票の種類など、必要な情報
を、各担当部署にヒアリングして集計。市場に流通し
ている各社のパッケージ製品をリストアップし、機能
や操作性、社内業務の適用をシミュレーションしな
がら、イメージの具体化を進めていきました。
　その後、システム要件をまとめたRFPを作成。ベン
ダ数社に声をかけプレゼンテーションを依頼し、そ
の結果選定されたのが日立ソリューションズでした。
高く評価したポイントは、以下の3つです。

●評価ポイント1：輸出管理業務への理解度
「我々にとって今回のプロジェクトは、システムの
導入だけではなく、輸出管理の仕組みそのものを
どう変えていくのか、が真のテーマです。
仕組みの裏側に、その仕組そのものが想定してい
る仕事のやり方とか組織のあり方とかというもの
があり、それが大事になってきます。その点、日立
ソリューションズは、輸出管理の業務をきちんと
わかっている。システムをモノではなくて、仕組み
として捉えた提案になっていました」（澤田氏）

　オリンパスには、医療、科学、映像という3つの事
業があり、研究開発、製造という機能を持った部門
があります。安全保障貿易管理についてはそれぞれ
が専門の組織を持ち、審査を行っていましたが、これ
とは別に全社を対象とする貿易管理部も存在し、独
自の審査も実施していたため、業務の重複や長い承
認ルートにより、時間がかかっていました。さらには
人手による作業が中心となることや、審査のための
データベースも個々に保有・管理していたため、多く
の無駄やロスが発生していました。
　「審査・承認する立場の役員は、皆とても忙しく、
海外出張なども多い。すると審査書が一週間印鑑を
押されないまま滞ってしまうことも、日常的に起こっ
ていました」（江崎氏）
　オリンパスでは、こうした課題を解決するため、業
務の改革とそれを支援するための安全保障貿易管
理システムの構築という2つのテーマを持って取り
組んでいきました。
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システムの導入だけでなく、
組織・業務改革の取り組みとして実施。
1919年（大正8年）の創立以来、
社会に向けて新しい価値を創造するという精神を受け継ぐオリンパス。
今回ご紹介する「安全保障貿易管理トータルソリューション」は、
単にシステムを導入するというだけでなく、
組織も、業務のやり方も変える取り組みとして実施されました。
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審査ルートが複雑で多くの時間を所要

業務やシステムが分散していて、無駄がある

人手による作業ミスの発生が潜在的にあること
や、タイムリーにマネジメント情報を把握するこ
とが困難だった

オリンパス株式会社 様

安全保障貿易管理トータルソリューション
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効率化とスピードアップが実現され、審査所要
時間が1/3から1/4に短縮

情報や組織が集約されて無駄がなくなり、要員
の配置にも効果を発揮

各所の業務が可視化され、さらに確実に作業が
実施されることから、経営面での安心感が飛躍
的に向上

より、これまで分散しているがゆえに人手に頼ってい
た部分があり、潜在的にあったミスのリスクが大きく
減り、経営面での安心感が飛躍的に上がったと評
価しています」（江崎氏）

　第1フェーズを終えたオリンパスでは、より効率的
に業務を運用するための仕組みの導入や海外拠点
への横展開によるグローバルビジネスへの適用な
ど、様々な施策を計画・検討しています。
　「そのためには、まず日本国内での足場をしっかり
固めること。効率化を図り、業務の精度をさらに高め
ていくこと。そして、輸出管理業務を担う専門職や、
該非判定・お客様取引を審査をするスペシャリスト
の長期的な育成が大事になってくると考えています。
そういう意味でも、今回システムというモノをただ売
るのではなく、これを活用するノウハウを提供してく
れる業務改革パートナーであった、日立ソリューショ
ンズに、今後も期待しています」（江崎氏）

●評価ポイント2：グローバル対応
「海外グループ企業への導入実績があるというこ
とで、どうマネジメントしてシステムに落としこんで
いくか。そのような導入経験やノウハウが、将来的
にシステムをグローバルに横展開していく上で、活
きてくるだろうという印象を持ちました」（浅野氏）

●評価ポイント3：システム構築力
「オリンパスは、以前から日立ソリューションズに
開発、運用をお願いしているシステムがあり、今回
導入するシステムとも連携する必要がありました。
提案内容にはその連携についても具体的な実現
方法が記載されていたため、弊社が細かい指示を
出さなくても、日立ソリューションズ内部で検討を
すすめていただけていました。そういうシステム構
築力のある、信頼できるパートナーであると認識
しました。」（浅野氏）

　安全保障貿易管理システムの構築は、SAP連携を
スムーズに進めるためのIT本部との協調、輸出管理
に関わる組織・業務を改革するための各層・各部署
への説明・調整などと並行して実施していきました。
　「そういう意味では、日立ソリューションズが納期
を厳守していただけたというのがすごく大きいです
ね。単にシステムを導入するというだけでなく、組織
も、業務のやり方も変えてしまう取り組みです。それ
だけに、やると決めた時期にやらないと効果も低減
するし、ハードルも上がってしまう。だからこそ、とに
かく納期に間に合わせなければならない。そういう
条件にこたえていただけたことが、とても助かりまし
た。そして日立ソリューションズは、実務をよくわかっ
ているので、業務の効率を上げるための施策をお願
いすると、こちらがやろうと思っていること、仕様書に
書ききれないような細かい部分まできちんと汲み
取って、こちらの能率を上げるようなカタチでシステ
ム仕様の提案をしてくれます。また、これまでの導入
経験で培ったノウハウから、我々がどのように落とし
込むべきか、という取り組みを、全面的にきめ細かく

サポートしていただけた。我々にとってみれば、業務
のアドバイザーのような非常に頼れる存在でした。
心強く、ありがたいと思っていました」（澤田氏）

　安全保障貿易管理システムの導入と管理業務の
改革により、仕組みや機能の重複を解消。これまで
発生していた無駄やロスは一掃されました。
　「審査の業務としては、従来の紙を使った人手に
よる業務から、電子データでの処理・承認になり、効
率もスピードも上がりました。SAPとの連携で出荷
までの流れもスムーズになり、滞ることもありませ
ん。所要時間でいえば、1/3から1/4くらいに短縮で
きたのではないでしょうか」（斎田氏）
　また、効率化・スピード化は、要員の配置や割り当
てなどにも効果を発揮しました。
　「今まで開発や営業のスタッフ、役員などが分散し
てやっていた業務を、専任のスタッフがまとめて実施
できるようになり、精度も効率も飛躍的にアップしま
した。ノウハウも蓄積できるようになり、業務の標準
化にもつなげることができました」（澤田氏）
　「私のようなマネジメントする立場から見ると、
もっと変わったのは安心感ですね。色々なシステム
に分散した情報が集約されたことで、いま何が起
こっているのか、すぐにわかるようになり、何をすべき
かが明確になる。輸出の可否や、相談などの記録も
一元的に残すことができるようになりました。これに
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33,336人（2016年3月31日現在）
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審査業務の効率も
スピードも上がり、
所要時間が1/3から1/4に短縮

導入の効果

海外拠点への横展開など、
様々な施策を計画・検討

今後の展望

http://www.olympus.co.jp/

導入時の取り組み

組織も、業務のやり方も変えてしまう
取り組みだけに、納期を厳守

※本事例の内容は取材時点（2016年10月）の情報です。 ※本文中の会社名、商品名は各社の商標、または登録商標です。 
※本文中および図中では、TMマーク、®マークは表記しておりません。 ※製品の仕様は、改良のため、予告なく変更する場合が
あります。 ※本製品を輸出される場合には、外国為替及び外国貿易法ならびに米国の輸出管理関連法規などの規制をご確認
の上、必要な手続きをお取りください。なお、ご不明な場合は、当社担当営業にお問い合わせください。 ※本文中の情報は、事
例作成時点のものです。

本事例のwebページはこちら
www.hitachi-solutions.co.jp/ttp/case01/
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